
JA SparktheDream
小学生向け金融リテラシー＆キャリア教育プログラム

JA SparktheDreamは、小学生の金融リテラシーを高め生きる力を育むキャリア教育プログ

ラムです。さらに、身の回りや社会課題への関心を喚起し、地域社会において自らその社会課

題にコミットしようとするマインドセットを育むことも目指しています。

はじめに

3つのテーマに則って学びます: ①金融について知る ②金融知識を生かす③経済や社会への

参加意識を高める、です。児童は、教室でのアクティビティやインタラクティブなオンライン

自己学習など多様な経験を通じて、金融リテラシーを高めます。プログラムのプラットフォー

ムで、自分たちのアイデアを海外の児童とシェアすることもできます。

プログラム概要

セッション 1：

お金は大切 I

日常生活におけるお金の役割を理解し、 収入

を得ること、貯金すること、お金を使うことに

おいて大切なことを学びます。また、必要なも

のと欲しいものを区別し、貯金の利点も理解し

ます。
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セッション 3：

自分の望む人生を送る

自分の持っているスキル、興味、価値観を知る

ことで自身を理解します。また、身の回りや地

域社会を観察し、人々のニーズを見つけ出し、

相手の立場に寄り添って考えることで、クリエ

イティブな解決策を考え出す力を育みます。
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セッション 2：

お金は大切 II

自分の予算管理ができるようになり、なぜそれ

が重要なのか説明できるようになります。さら

に、JA SparktheDream カードゲームでプレ

イすることで、お金を管理するスキルを高め、

お金についての健全な意思決定を練習します。
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セッション 4：

分かち合いと思いやり

自分には身の回りや地域社会をより良くする力

があることを認識します。チームで社会課題解

決策を立案、クラスで発表することで、創造性

を育み、プログラム全体を通じて自信をつけて

行ことができます。
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教室でのアクテビティ

総所要時間：

※授業時間は

調整可能

7時間

− 授業

(1時間×4回/2時間×2回)

− オンライン自己学習2時間

− 振返り1時間

対象学年： 小学4～6年生

実施方法： 対面またはオンライン

人数： 20 ～30名

学校の役割： 会場の提供

教室に少なくても1名の

先生立ち合い

（進行サポート）

費用： 無料

※学校の準備物あり



Facebook: 公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本

Instagram: juniorachievementjapan / Twitter @ja_Japan

ジュニア・アチーブメントについて

プログラムを通じて児童が得られること

• 金融リテラシー、経済的・社会的インクルージョンの包括的理解を促進する
• 様々なライフステージにおいて、情報に基づいてお金に関する意思決定ができ、経済的な安定を
得られる力を育む

• クリエイティビティ、デザイン思考、その他のライフスキルを高める
• 適応力や自己効力感を理解し実行に移せる力を促進する
• チームでの活動を通じてチームビルディングや対人スキルを高める
• 社会人ボランティアとの交流
• アジア地域のイベントに参加することで海外の児童との交流の機会

オンライン学習ツール

教室で学んだことを、自宅でおさらいしたり応用することができるオンラインツールです。シミュレー

ションゲームやクイズ、その他楽しいコンテンツを通じて更に学習効果を高めることができます。
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ジュニア・アチーブメントワールドワイドは、1919年に米国で発足した世界最大の経済教育団体で、

世界100ヶ国以上に展開している民間の非営利団体です。「世界のトップNGO500」で第6位（2022

年）にランクインし、ノーベル平和賞にもノミネートされ、社会的に高い評価をいただいています。

毎年45万人以上のボランティアが1億人の児童・生徒の学びをサポートしています。

日本では1995年に設立され、2010年から公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本として活動、

教材を授業へ導入する学校は全国に拡大しています。社会情勢がいかように変化しようとも、子どもた

ちが「社会のしくみや経済の働き」を正しく理解し、自分の確たる意志で進路選択・将来設計が行える

よう、基本的資質（主体的に社会に適応できる力）を育むための体験型学習プログラムを約60社以上の

企業から支援を受けて提供しています。

家族、仲間、地域社会との関わり

本プログラムは、下記のように、家族、仲間、地域社会と様々な形で関わる機会を設けています。
• 持ち帰っておうちの方と対話できるプリントを用意しています。
• 国内外のプログラム参加校と学んだことを共有できる機会があります。
• 年に一度、ジュニア・アチーブメントアジア・パシフィック主催のオンラインイベントで海外の児

童とアイデアを共有し、視野を広げる機会を準備しています。
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主催 協賛

お問合せ（メールにてお願いいたします） : 

yorikr@ja-japan.org


